
　笑顔とハートマークでチャーミングに写真に写っているのは、安城市ボランティアセンター（通称ボラ

セン）のボランティア相談員さんです。全員現役のボランティアで、ボランティア団体の活動紹介や活動

の始め方など、活動者の視点から親身に相談に乗っていただいています。相談は交代で担当しています。

　ボランティアに興味のある人はお気軽に相談にお越しください。「どの相談員さんに会えるかはお楽しみです！」

　※相談員不在時は職員が対応します。日時など詳細は３ページ「７月の相談窓口」でご確認ください。

ボランティアはじめませんか？ボランティアはじめませんか？
写真左から　佐伯さん　田所さん　山崎さん　飯島さん　小松さん写真左から　佐伯さん　田所さん　山崎さん　飯島さん　小松さん

さ えき                たどころ              やまざき　　　　　いいじま　　　　　  こ まつ

ボランティアに関する情報を社会
福祉会館２階に掲示しているよ！！

ハートン

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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主な内容 会長就任あいさつ・役員紹介

平成30年度 事業報告・決算報告
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         '19 　6/15－ 1 －



その他の収入
1億4,656万円
(12.0％)

　町内福祉委員会による地域見守り活動を推進する
ため、町内福祉委員会の活動に対する支援を継続し
ました。
　生活上の課題解決を図るため、地区社協単位で生
活支援ネットワーク会議を開催しました。

　身近な場所で介護予防に取り組めるように体操教
室の普及を図り、市内６８か所で開催しました。
　また、住民主体で実施できるよう町内会等に働き
かけました。

決算総額　１２億２,１０９万円

平成30年度　安城市社会福祉協議会

事業報告および決算報告

　地域見守り活動推進事業の推進と
　高齢者の生活支援体制の強化01

　町内会健康体操教室の実施による
　介護予防の推進03

　市と安城市社協の協働にて策定しました。今後ま
すます重要となる地域福祉をより一層推進するため
に、次期５か年計画について市や安城市社協の活動
だけでなく、地域で活動を担う町内福祉委員会や地
区社会福祉協議会の活動計画も併せて記載しました。

　福祉センターでの相談支援体制の充実を図るため、
職員の相談支援技術の向上を目的とした研修を実施
しました。　第４次安城市地域福祉計画の策定02

　福祉センターにおける相談支援体
　制の充実04

　安城市社協の活動指針である次期５か年計画を、
基盤強化計画から発展強化計画と改称し、新たな時
代、新たな段階にふさわしい内容の計画を安城市社
協独自に策定しました。

　発展強化計画の策定05

事 業 報 告

決 算 報 告

収入 支出

社協の運営に
3億1,086万円
(25.5％)

啓発活動に
1,006万円
(0.8％)

共同募金に関することに
2,399万円（2.0％)

高齢者の福祉に
4億4,519万円
(36.5％)

その他の事業に
7,243万円
(5.9％)

市補助金収入
2億7,923万円
(22.9％)

市受託金収入
6億811万円
(49.8％)県社協受託金収入

287万円
(0.2％)

介護保険・障害福祉
サービス等収入
1億8,917万円
(13.3％)

介護保険・障害福祉
サービス等収入
1億6,986万円
(13.9％)

会費・寄付金収入
1,446万円
(1.2％)

地域福祉の推進に
1億8,375万円
(15.0％)

児童の福祉に
2,176万円
(1.8％)

障がい者の福祉に
1億5,305万円
(12.5％)

　皆様におかれましては、日頃から地域福祉の推進にご協力をいただき、
ありがとうございます。
　この度の役員改選により、役員の皆様のご推挙により、引き続き会長
を務めさせていただくことになりました。微力ではございますが、経験
を活かして、安城市社協の目的である地域福祉活動の推進と社協組織の
活性化に努めてまいります。何卒、よろしくお願い申し上げます。
　ここ数年、地域福祉に関する新たな理想として、政府により「地域共
生社会の実現」という概念が示されています。
　昭和から平成にかけて、我が国では地域の相互扶助や家族同士の助け合いなど、生活の様々な場面
において、支え合いの機能が既に存在していました。しかし、近年、急激な人口減少の波は、多くの
地域社会で社会経済の担い手の減少を招き、限界集落、耕作放棄地、空き家、商店街の空き店舗など、
様々な課題が顕在化しています。さらに、高齢者・障がい者・児童という対象者別・機能別に整備さ
れた公的支援についても、相互の課題が絡み合って複雑化したり、個人や世帯単位で複数分野の課題
を抱え、複合的な支援を必要とする状況がみられます。
　「地域共生社会」とは、現代の社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの
「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人
と人、人と資源が世代や分野を超えて繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと
もに創っていく社会を目指すものと言われています。
　これは、まさに従来から社協の目指すところであり、平常時も災害時も、住み慣れた地域で安心し
て暮らしてゆける地域社会づくりが目標です。安城市社協は、地域共生社会の実現を踏まえ、この目
標に向けて活動して行きます。
　今後も、皆様のご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げまして、就任のご挨拶といたします。

　　　　　　　　　　　　　 社会福祉法人 安城市社会福祉協議会

会　長　神谷　明文

会長就任あいさつ

役　員　紹　介
（ 理 事 一 覧 ）

　令和元年５月３０日に、理事、監事の改選
がありました。
　同日に理事会を開催し、会長、副会長が選
定されました。引き続き役職員一丸となって、
住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくりを
推進してまいりますので、よろしくお願いい
たします。

会　長　　神谷明文（学識経験者）
副会長　　加藤研一（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　柴田綾乃（民生･児童委員協議会代表）
理　事　　沓名俊裕（商工会議所代表）
　〃　　　清水誠司（医師会代表）
　〃　　　鈴木逸郎（社会福祉法人代表）
　〃　　　安藤正康（ボランティア団体代表）
　〃　　　本田則（学識経験者）
　〃　　　石川　誠（学識経験者）
　〃　　　岩瀨康二（行政代表）
常務理事　　早川孝一（社協職員）
監　事　　伊吹直文（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　山本敏雄（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）
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名称・場所 子ども生活相談（総合福祉センター） 障害者更生相談（総合福祉センター）
日　　時 7月13日(土)、27日(土) 午後1時30分・3時（１日２回） 7月11日(木) 午後1時～4時
対　　象 子どもの生活や発達上の悩みごとのある人 市内在住の身体障がいのある人・知的障がいのある人および介護者

予　　約 予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着各1名)
予約受付⇒午前8時30分～午後5時15分

予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着6名)
予約受付⇒午前8時30分～午後5時15分

問い合わせ 地域福祉課地域福祉係　☎77-7889 地域福祉課総合福祉センター　☎77-7888



その他の収入
1億4,656万円
(12.0％)

　町内福祉委員会による地域見守り活動を推進する
ため、町内福祉委員会の活動に対する支援を継続し
ました。
　生活上の課題解決を図るため、地区社協単位で生
活支援ネットワーク会議を開催しました。

　身近な場所で介護予防に取り組めるように体操教
室の普及を図り、市内６８か所で開催しました。
　また、住民主体で実施できるよう町内会等に働き
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に、次期５か年計画について市や安城市社協の活動
だけでなく、地域で活動を担う町内福祉委員会や地
区社会福祉協議会の活動計画も併せて記載しました。

　福祉センターでの相談支援体制の充実を図るため、
職員の相談支援技術の向上を目的とした研修を実施
しました。　第４次安城市地域福祉計画の策定02
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基盤強化計画から発展強化計画と改称し、新たな時
代、新たな段階にふさわしい内容の計画を安城市社
協独自に策定しました。
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ありがとうございます。
　この度の役員改選により、役員の皆様のご推挙により、引き続き会長
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を活かして、安城市社協の目的である地域福祉活動の推進と社協組織の
活性化に努めてまいります。何卒、よろしくお願い申し上げます。
　ここ数年、地域福祉に関する新たな理想として、政府により「地域共
生社会の実現」という概念が示されています。
　昭和から平成にかけて、我が国では地域の相互扶助や家族同士の助け合いなど、生活の様々な場面
において、支え合いの機能が既に存在していました。しかし、近年、急激な人口減少の波は、多くの
地域社会で社会経済の担い手の減少を招き、限界集落、耕作放棄地、空き家、商店街の空き店舗など、
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れた公的支援についても、相互の課題が絡み合って複雑化したり、個人や世帯単位で複数分野の課題
を抱え、複合的な支援を必要とする状況がみられます。
　「地域共生社会」とは、現代の社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの
「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人
と人、人と資源が世代や分野を超えて繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと
もに創っていく社会を目指すものと言われています。
　これは、まさに従来から社協の目指すところであり、平常時も災害時も、住み慣れた地域で安心し
て暮らしてゆける地域社会づくりが目標です。安城市社協は、地域共生社会の実現を踏まえ、この目
標に向けて活動して行きます。
　今後も、皆様のご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げまして、就任のご挨拶といたします。

　　　　　　　　　　　　　 社会福祉法人 安城市社会福祉協議会

会　長　神谷　明文

会長就任あいさつ

役　員　紹　介
（ 理 事 一 覧 ）

　令和元年５月３０日に、理事、監事の改選
がありました。
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住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくりを
推進してまいりますので、よろしくお願いい
たします。

会　長　　神谷明文（学識経験者）
副会長　　加藤研一（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　柴田綾乃（民生･児童委員協議会代表）
理　事　　沓名俊裕（商工会議所代表）
　〃　　　清水誠司（医師会代表）
　〃　　　鈴木逸郎（社会福祉法人代表）
　〃　　　安藤正康（ボランティア団体代表）
　〃　　　本田則（学識経験者）
　〃　　　石川　誠（学識経験者）
　〃　　　岩瀨康二（行政代表）
常務理事　　早川孝一（社協職員）
監　事　　伊吹直文（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　山本敏雄（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）
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あんじょう 社協だより
         '19 　6/15－ 3 －

名称・場所 ボランティア相談（社会福祉会館） 心配ごと相談 ( 総合福祉センター )
日　　時 毎週(火)～(土) 午前9時～午後5時 毎週(火)～(土) 午後1時30分～4時
対　　象 ボランティア活動をしてみたい人 市内在住の人

予　　約 予約不要 予約不要

問い合わせ 安城市ボランティアセンター　☎77-2945 地域福祉課地域福祉係　☎77-7889

７月の相談窓口



愛知県介護支援専門員実務研修受講試験の申込みが始まっ
ているよ！詳しい内容は、愛知県社会福祉協議会福祉人材
センター(☎052-212-5530)に聞いてみてね。
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問い合わせ
中部福祉センター
☎７６－００９０
北部福祉センター
☎９７－５０００
作野福祉センター
☎７２―７５７０
明祥プラザ
☎９２－３６４１
桜井福祉センター
☎９９－７３６５
ボランティアセンター
☎７７－２９４５

場　　所

中部福祉センター　教養娯楽室

介護老人保健施設さとまち

作野福祉センター　デイルーム

明祥プラザ　多目的室

桜井福祉センター　多目的室１

社会福祉会館　集会室

日　　時
７月１０日（水）
午前１０時～１１時３０分
７月１２日（金）
午後１時３０分～３時
７月１２日（金）
午後１時３０分～３時３０分
７月１７日（水）
午後１時３０分～３時
７月２０日（土）
午前１０時～1１時３０分
７月６日（土）
午後１時３０分～４時

介護者のつどい

介護者おしゃべり
サロン
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ア
が
し
た
い
け
ど
、
き
っ

か
け
が
な
い
」「
夏
休
み
で
時
間
が
あ
る
か

ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

な
ど
、
お
考
え
の
人
は
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
企
画
を
通
し
て
毎
年
多
く
の
人
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

■日
７
月
20
日
㈯
か
ら
８
月
３１
日
㈯
ま
で
の
施

　

設
の
受
け
入
れ
可
能
日
の
う
ち
、
2
日
以

　

上
の
参
加

■場
市
内
の
福
祉
施
設
（
高
齢
、
障
が
い
、
児

　

童
等
）

■対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
の
１2
歳（
中

　

学
生
）
以
上
の
人

■申
安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
「
申
込
み
の

　

手
引
き
」
と
「
申
込
書
」
が
あ
り
ま
す
の

　

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
体
験
場
所
を
選
ぶ

　
　
「
申
込
み
の
手
引
き
」
か
ら
希
望
す
る

　

体
験
施
設
と
日
時
を
選
び
ま
す
。

②
予
約
す
る

　
　

体
験
を
希
望
す
る
施
設
・
日
時
を
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
施
設
ご
と
に
定
員
が
あ
る
た
め
、
先
着
順

　

と
な
り
ま
す
。

③
申
込
書
を
提
出
す
る

　
　

予
約
の
取
れ
た
施
設
・
日
時
を
「
申
込

　

書
」
に
記
入
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

　

ー
へ
７
月
4
日
㈭
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

④
事
前
説
明
会
に
参
加
す
る

　
　

安
全
で
、
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

　

験
を
す
る
た
め
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
説

　

明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
７
月
6
日
㈯
午
後
１
時
３0
分
～
2
時
３0
分

　

②
7
月
１３
日
㈯
午
前
１0
時
３0
分
～
１１
時
３0
分

※
両
日
と
も
、
社
会
福
祉
会
館
講
座
室
で
行

　

い
ま
す
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ス
タ
ー
ト

■問
安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

（
７７
）
２
９
４
5

■内
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

　

必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

■日
７
月
2７
日
㈯
・
28
日
㈰
※
２
日
間
の
講
座

　

午
前
１0
時
～
午
後
4
時

■場
へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
く
る

　

２
階　

デ
イ
ル
ー
ム

　

（
碧
南
市
山
神
町
８
丁
目
３５
番
地
）

■対
碧
南
市
・
刈
谷
市
・
安
城
市
・
知
立
市
・　

　

高
浜
市
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人

■定
80
名
（
先
着
順
）

■申
■問
７
月
１9
日
㈮
ま
で

　

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

　
　

　
　

　
　

　

☎
（
７７
）
２
９
４
５

　

み
な
さ
ま
の
心
あ
た
た
ま
る
善
意
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
善
意
銀
行
（
４
月
分
受
付
順
／
敬
称
略
）

加
藤
多
美
子
▽
横
山
眞
司
▽
桜
井
公
民
館

利
用
者
▽
安
城
市
消
費
生
活
学
校
▽
碧
海

信
用
金
庫
東
刈
谷
支
店
▽
日
本
モ
ウ
ル
ド

工
業
㈱
▽
安
城
市
赤
十
字
奉
仕
団
▽
太
田

勉
▽
ほ
ほ
え
み
ダ
ン
ス
▽
ふ
れ
あ
い
ダ
ン

ス
▽
桜
井
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
区
歓
送
迎
会
▽
桜

井
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
▽
中
村
富
士
子

▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
▽
匿
名

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

体
験
ま
で
の
流
れ
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■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.anjo-syakyo.or.jp/


